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新学術領域「計算限界解明」について
On the Project ELC, Exploring the Limits of Computation

渡辺　治1∗

Osamu Watanabe

概要 H24 年度採択の新学術領域の 1 つとして開始した「多面的アプローチの統合による計算限界
の解明」（略称，「計算限界解明」）についての紹介をさせて頂く．本領域は，計算複雑さの理論は，
様々な計算に対し，それに対する計算手法の限界を研究する学問分野で，アルゴリズムや情報セキュ
リティ技術の基礎理論に位置する．実際，計算複雑さの理論を発端に，公開鍵暗号，計算論的学習理
論（← データマイニングの基礎理論）等々，社会を変えるような情報科学技術が誕生してきた．し
かし，その一方で，P̸=NP 予想に代表されるように，未解決の課題も非常に多い．このような，ま
だまだ未開拓で魅力的な分野に対し，本領域では，幅広い関連分野からの研究者集団が，複数の観点
から，新たな解析手法や自然で強力な切り口を提案する研究を行う．それにより，計算限界の完全解
明へ向けての将来性の高い研究の道筋を構築することを目指す．現在，2 年ほど経過して，いくつか
手ごたえのある成果も得られつつある．こうした進捗状況や今後の研究課題について述べる．

キーワード 計算複雑さの理論，P̸=NP 予想，計算の理解，革新的アルゴリズムの基盤社会に変革
をもたらすような計算の基盤
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